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新有権者のメッセージ募集について 

 

 

石川県選挙管理委員会及び石川県明るい選挙推進協議会では、明るい選挙推

進事業の一環として、高校生を対象に、「初めての投票」をテーマにした新有権

者のメッセージを募集します。 

締め切りは令和８年９月１１日（金）、応募方法は別添チラシのとおりです。 

 

 

応募先（お問い合わせ先） 

石川県選挙管理委員会事務局 （076-225-1282） 



 

 

 

  

 

 

 

 

１：応 募 資 格  高校生（学年問わず）      

２：応 募 方 法  氏名（ふりがな）、学校名・学年・組をご記入の上、下記応募用紙、 

         封書又は電子メールにてご応募ください。 

（学校でまとめて応募いただく場合は、応募者の名簿を電子データにて提供願います。） 

３：応 募 規 定  「初めての投票」をテーマにした、おおむね１５０字で未発表のもの  

４：応 募 先  石川県選挙管理委員会事務局 （TEL 076-225-1282）   

  (問い合わせ先)    〒920-8580 金沢市鞍月１丁目１番地     

       Mail：senkyo@pref.ishikawa.lg.jp      

５：募 集 締 切  令和８年９月１１日（金）必着     

６： 賞    ・ 石川県選挙管理委員会委員長賞    １作品    

         ・ 石川県明るい選挙推進協議会会長賞  １作品 

 ・ 優秀賞                数点 

７：入賞の発表  令和８年１１月頃 入賞者へ直接又は学校を通じて連絡いたします。 

８：注 意 事 項  ① 応募作品は返却できませんのでご了承ください。 

 ② 入賞作品の著作権は、主催者に帰属します。 

 ③ 作品の一部を内容を損なわない程度に修正することがあります。 

       主催： 石川県選挙管理委員会・石川県明るい選挙推進協議会  

新有権者のメッセージ記入用紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

年 組
氏名

ふりがな 高等学校



 

 

 

令和７年度の優秀作品は次のとおりです！ 

 

テーマは「初めての投票」だよ。 

「初めての投票」について、自分の意見や考えや伝えたいことなどを 

メッセージにして、応募しよう！ 

 

 

石川県選挙管理委員会委員長賞 
世の中には、「どうせ、自分の一票が社会を変えるはずがない」と考える人がいる。では、そ

の一票が私たちの社会を、国を変えられたとしたら。この社会に不満があるなら、私たちの生活

をもっと良くしたいという思いがあるのなら、選挙に行くべきだ。国民の意見を託すことができ

る政治家に、私は投票したい。この一票には希望と未来があるから。 

 

金沢高等学校 １年 山下 倖奈  

 

石川県明るい選挙推進協議会会長賞 
自分が投票したところで変わらない。もうそんな考えはやめようと思う。新有権者になり、貴

重な一票を持ったからこそ一歩踏み出す必要がある。社会の未来を作り、変えていけるのは私た

ちしかいない。だからこそ、政治から目をそむけないでちゃんと知ろうと向き合い、多くの若者

に選挙に行ってもらいたい。私は積極的に選挙に参加していく。 

 

石川県立羽咋工業高等学校 ３年 中井 纏 

 

～優秀賞～ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
上記メッセージは令和７年度の「新有権者のメッセージ」での優秀作品です。在籍高校・学年等は当時のものです。 

 私は政治とはとても遠い存在だと思っ
ていた。投票をしない若者の多くは同じよ
うに思っているだろう。私の一票で結果は
変わらないと思い込んでいるが、それは違
うかもしれない。一人が行くことで周りの
人々も一人、また一人と動き出す。多くの
世代がそれぞれの視点で意見することで
政治は成り立つ。私は自分の一票を大切に
投票したい。 
 
石川県立金沢伏見高等学校 ３年 山本 光莉 
 
 

 これまでは、選挙や政治にあまり関心が
なく、ニュースを見ても、どこか他人事の
ように感じていた。しかし、将来のくらし
や社会について考える機会が増え、気持ち
が変わった。政治は難しく分からないこと
も多いが、だからこそ放置せず、自分なり
に学び考えていくことが大切だと思う。小
さな一票でも、参加することに意味がある
と私は考える。  
 
石川県立金沢伏見高等学校 ３年 髙田 深結 
 

 今の政治の問題は、私たち若い世代の投
票率が低いことだ。そのことはみんな知っ
ていると思うが、なかなか行動に移せな
い。しかし、誰のために投票するのかを考
えれば一歩を踏み出すことが必要だと思
うはずだ。自分は関係ないと思わず、未来
の自分や友達、その次の世代のためにも投
票はするべきだ。私が十八歳になったら必
ず行く。 
 
石川県立羽咋工業高等学校 ３年 表 光城 
 

 選挙は「難しい」「よくわからない」と言
うけれど今はスマホやテレビでなんでも知
ることができる時代。だから見て見ぬふり
をせずに 10 分でもいいから選挙について
調べてみることが大事だと思う。その 10 分
で自分の未来、日本の将来について深く考
えることができると思うから。選挙につい
て考えることが出来たらあと一歩。あとは
投票に行くだけ。 
 
石川県立田鶴浜高等学校 ３年 本多 暖琉 
 


